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  NPO PTPL“ともいき”便り No.91 
平成 28年（2016 年）1 月 6 日発行 

 

■小寒  1 月 6 日から 1月 20 日までの節気  

 

 ２０１６年の年頭にあたって 
 新年あけましておめでとうございます。 
 皆さまにとって、２０１５年はどういう年であったでしょうか。 
 そして新しい年、２０１６年はどのような希望と期待をもって迎えられたで

しょうか。 
 
 私ごとで恐縮ですが、昨年夏に体調を崩し、人生で初めての長期休養をする

こととなりました。休養のことは大っぴらにしなかったので、私の回りのごく

少人数の方にしか伝えておりませんでした。 
 最近、理事長の考えなどがサイト上に掲載されていないのではというご心配

をいただいた方も多くいらっしゃいました。この場をお借りしてお詫び申しま

す。 
 まだまだ本調子には程遠いのですが、リハビリに取り組んでおり、少しずつ

ではありますが、快方に向かっております。 
 これまで、体調には自信があり、頑張ってきましたが、初めての長期休養と

いう経験をし、改めて健康のありがたさを痛感しております。 
 
 さて、２０１６年の日本を取り巻く環境はどうなっていくのか、そして、今、

日本人はどのように対応していくべきなのか、私なりの考えを述べたいと思い

ます。 
 
              ◇ 
 現在、世の中は、あらゆる面で劣化の現象が同時進行的に展開しています。  
 経済の劣化、政治の劣化、社会の劣化、そして人間の精神的劣化です。  
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 その変化が引き起こす諸問題にわれわれは振り回されながら、さらに劣化が

より複雑になって進行する社会全体の中で、不安と恐怖を抱いて毎日生活して

います。現代人の多くは、いま生きる拠りどころを見失い、新たな頼るべき何

かを求めています。現代人の宗教的心情、精神文化は希薄になっています。私

は、自らを遥かに超えた大いなる存在、聖なるもの、光り輝くものを  再び思い

起こすことの大切さ、重要さを痛感しています。  
 私たちの祖先は、“海の国・島の国・川の国・森の国”であり、時には厳しく  
恐ろしく、時には優しく、豊かな自然がいっぱいの日本の風土に住んで いまし

た。“人と人、人と自然のコミュニケーション”の大切さと“敬神崇祖”と“敬

老”の 思想を大切にする生活習慣を感得していたのです。 
 人びとは自然のうちに自分たち人間を遥かに超える大いなる存在、聖なるも

の、光り輝くものを感じつつ生活していました。 
 遥かなる時を経た山河や自然は私たちの“心のふるさと”です。人びとは自

然とのかかわりを通して暮らしを営み、文化を育んできました。  
 
 ● 経済中心主義、効率一辺倒、利益追求主義、競争社会、利己主義・・・・。  
 ● 頼れる何かを求め始めている現代人・・・・。  
 ●“人間の幸せとは何か”と考え始めている現代人・・・・。  
 
  祖先が培い、育み、しかし、われわれが忘れかけている精神文化を取り戻す

ことが、いまこそ必要です。 
               ◇ 
 
 2011 年 3 月 11 日に「東日本大震災」が起こりました。世界は日本人の精神

性の高さを絶賛しました。しかしながら、素晴らしい伝統と文化をもつ日本に

世界が注視し、期待していることを、日本人自らが避けているように思われま

す。 
 
 私は、日本という国に生まれ、日本人であることを誇りに思っています。 
 そして、日本人に宿る DNA が萌芽しつつあるように思えてならないのです。 
 
 これまで約 15 年あまりの間、「日本とは」「日本人とは」「人間の幸せとは」を
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追及してきた活動のまとめとして、一昨年より『日本の本質、日本のアイデン

ティティ。それは日本的なるもの「ジャパネスク」』という考えに到達しました。 
 
 私は、このジャパネスク活動を通して、世界でも稀な連綿と続く日本の歴史

と文化を見つめ、私たち先達が培い、育ててきた“ともいき”という自然観、

生命観と“ともうみ”という創造力、生産力、そして“ともさち”という倫理

観、価値観が今の時代には不可欠であることを、日本人はじめ外国の方にも伝

えていくことを使命と考えています。 
 いま、世界が探し求めている普遍的な価値観に「ジャパネスク」は成り得る

と考えます。 
 
 今はサイトを中心に展開していますが、私が約４０年間、電通という会社に

勤め、様々な仕事を通して得た経験と知識と人脈を活かして、少しでも多くの

方々に「ジャパネスク」の考えを広めていきたいと思います。 
 私の考えに賛同していただける同志とともに、いろいろなアイディアをいた

だきながら活動の輪を広げていくこと、そして、皆様から頂いたアイディアを

具現化することを２０１６年の活動の目標にしたいと考えております。 
 
 是非とも、皆さまにおかれましては、私たち NPO PLANT A TREE PLANT 
LOVE が展開するサイトをご覧いただきたいと思います。ご意見、アイディア

など、お待ちしております。 
NPO PTPL：http://www.plantatree.gr.jp/ 
ともいき暦：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2016/ 
ジャパネスク：http://japanesque.tokyo/ 
 
 最後に、２０１６年が皆さまにとって、素晴らしい年になりますよう願って

おります。 

勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 
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■事務局だより 
今年最初の「ともいき便り」のお届けです。 

今年の正月三が日は、好天と春のような陽気となり、初詣などにでかけられた

方も多いと思います。 

私も、久し振りに京都の初詣に出かけました。八坂神社から平安神宮と歩いて

回りましたが汗ばむほどの陽気でコートを抱えての参拝です。こんな陽気の京

都の初詣は初めての経験です。 

全国有数の初詣客が訪れる両神社、いつもながらの光景ですが、老若男女の多

くの初詣客が訪れ、それぞれの願いを祈っていました。久しぶりのこともあり

ますが、日本在住者か観光客かはわかりませんが、外国の方々の姿も多く見受

けられ、おみくじを引いたりして日本の正月の行事を楽しんでいる姿に微笑ま

しいものを感じました。 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動を推進していくためには、多くの皆さま方のご支援・ご協力が不可欠

です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局  担当：佐藤 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-2-18 虎ノ門興業ビル 7階 

電話：０３－６２０５－７５０３ FAX ：０３－６２０５－７５０４ 

Email：info@ptpl.or.jp 


